
 桜美林大学孔子学院長　楊光俊が
ＮＨＫまいにち中国語講座の講師を担当します。 

まず言葉の交流からはじめましょう

知らず知らずのうちに、地球は小さくなりました。かつて出会うはずのなかった人に出会い、もともと自分

の生活に関わるはずのない人が、暮らしの中で欠かせない存在になってきています。

日本語の「人間」ということばが思い浮かびます。人は「人と人の間」で生きていくもので、他人がいなけれ

ば、自分の人間性も確立できません。そういう意味で、小さくなった地球で頻繁になった人と人の交流は、

わたしたちの人間性をより豊かにしてくれます。

人と人の交流はことばの交流から始まります。

日本にとって中国は隣国です。遠い昔から始まった両国の交流は、昔の人の想像をはるかに超えて活発

になりました。今回は「おもてなしの中国語」と題して、人の交流に役立つ表現をテーマに中国語の基礎

を学びます。

中国語を学ぶことは、13億の中国人と交流し、相互に理解しあうために絶対プラスになります！

交流のことばは、交流の中で学びましょう。まずは声を出して練習して、そして中国人に声をかけてみましょ

う。使ってみることがいちばんよい方法です。

ＮＨＫまいにち中国語　4～ 9月

入門編（月～水曜日）は、「おもてなしの中国語入門」と題して、ビジネスや観光

で日本を訪れる中国の人々を「おもてなし」できる表現を中心に学びます。

放送時間 ラジオ第2

放送：月～水曜日　午前8：15～ 8：30

再放送：月～水曜日　午後3：30～ 3：45／午後10：25～ 10：40

再放送：日曜日　午前11：00～午前11：45（3日分をまとめて放送）

楊 光俊 （よう・こうしゅん　Yáng Guāngjùn）

桜美林大学教授、同大学孔子学院学院長。上海市生まれ。復旦大学

中文学科を卒業後、上海外国語大学対外漢語学科講師を経て来日。現

在、学術誌『漢語与漢語 教学研究』（東方書店）編集長も務める。専門

は中国語文法と中国語教育。著書に『中国語の文法と使い方55』（三修

社）、『すぐに使える中国語』（郁文 堂）ほか多数。


